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(注）各農林恥務所の笛輔区分は図－1を謬照。
、タイプⅡ
仙台，塩釜古川，白石，角田，多賀城，泉の都市部全体で， タイプⅡ
の総出荷額の60%前後を占めつつも，その比重を次第に低下させてきてい
る。それは他の地域と比較して，製造業の他の業種の発展が著しく （図一
3），製材業からの業種転換の可能性も大きいと思われ, したがってこの
点からの検討が必要とされよう。
仙台はとくに仙台港の開設に伴い外材の輸入がなされたにもかかわら
ず，製材業の進展は著しくない。同様にそのことは塩釜についてもいえ
る(6)D
泉と多賀城の製材業の衰退を図－3， 5の数値が極端に'｣､さいことがも
のがたっている。両市の仙台のベッドタウンとしての近年の発展との関連
が指摘されよう。
上述の市部以外の町村は全体として， このタイプに占める出荷額占有率
は3分の，程度であり， ，町村を単位にすればごくわずかな割合にすぎで
い･ しかしそのような状況下でも， ヨリ詳細にみれば，大部分の町村にお
L､て占有率は増大している。他方， これらは，図－4の如く生産性に関し
(6) （注） (3)参照。
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てはさほど進展はみられない。工場数は減少し出荷額もそれほど増大して
いない（図－3）。製造業全体の増加率も大きくない（図－4）。 したがっ
て郡部の多くの町村は零細化が予想される。
郡部のうち上述の町村とは異なって， このタイプ内で出荷額占有率が減
少しているのは大河原，鳴子，志津川であり，各図での特異なその位置が
こｵlらの町村の脱製材業化的傾向の著しいことをものがたっている。
⑤タイプⅨ
ここでは気仙沼が出荷額の約半分を占めていることが大きな特徴であ
る。貿易港を持つ都市であるにもかかわらず，外材輸入量は少ない(7)， こ
のことが製材業の大きな進展も落ち込みも示さない一因であろう。この点
は石巻と対照的であり，仙台・塩釜とも異なっている。
矢本は石巻に隣接するその位置に鑑みれば， 当然製材業の発展が予期さ
れるにもかかわらず，県全体とほぼ同じ動きを示すにとどまっている。こ
の点は，石巻の木工団地の開設とその後の展開と関連させて把える必要が
あろう。
（3） 小 括
以上の分析・検討の結果，宮城県の製材業に関して次のことが明らかに
された。
(i)三つの類型にわけられる。すなわち， ここ10年間では，④製材業の伸
びが著しく， 今後も発展が予想される市町村， ⑨当該業種の衰退が目立
ち， ますますその比重を低めている市町村，⑤県全体とほぼ同梯の動きを
示し，伸びがみられない市町村。
こうした三つの類型は必ずしも地域的な特化を示していない。
(ii)外材との関連でいえば，石巻，仙台・塩釜，気仙沼はともに輪入港を
有しながらも， それぞれ三様のダイブに分類された。
港の存在それ自体が製材業の発展動向と直接的に結びつくものではな
(7) （注） (3)参照。
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く，むしろ他の要因によるところが大きいと思われる。
石巻は木工団地を擁し，製材業の著い､発展がみられ，逆に仙台・塩釜
は，仙塩工業地帯の中心として製造業全体の振興が図られ，製材業の地位
が相対的に低下している。他方，気仙沼は著い､変化を示していない。
⑪ここ10年間の製材業の勤向に関して般も注目すべき市町村は，岩沼，
名取，松島である。生産性の向上と規模の拡大が図られたと思われる。
(iv)外材輪入港との距離がほぼ同じ市町村においても，製材業の発展力t
顕著なところと，逆にその比重が低下しつつあるところと， さらに目立っ
た動きを示していないところ，の差異が存在することから明らかなように
外材の影響は一様ではない。
宮城県の製材業の動向は一様ではない。 したがって宮城県の製材企業の
抱える諸問題は，本節で摘出した各タイプの各々の特質を典型的に示す実
例をとりだし， それらを比較分析しながら，実態的・具体的に検討するな
かで解明され，その打開策が導出されねばならない。
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